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特殊相対論 No。 12 光の縦 ドップラー効果 (特殊相対論 No.3参照 )

1.原点に静止した光源から,周期 T=lsで 光を放出する。光はχ軸正方向に +cすなわち
β=+1で進む。波面の様子を,時空図に書き込みなさい。
2.振動数ν〔Hz〕 を求めなさい。

VT▼〈脚ソニ半=十
3.″ 軸に平行に線を入れると,波面の間の距離が波長 λである.o軸に平行に線を入れると,
波面の間の距離が周期 cTである。時空図の中で,cTと 入が読めるか。ここで,tan(1)=

弁=省 となつていることを確かめなさい。
4.時亥lι =osに原点から速 さy=+0.5cで 動く観測者 κ′系の座標軸 υ′―″′を書き入れな
さい .

5.ドップラー効果

(a)κ
′
系で 5個 目の波面が w′ 車由と交わる点を Bと する。K′ 系にいる人が読む時間 cr′ を求
めなさい。
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(b)時間 cT′ で 5個の波面が来ることから,K′ 系の人が観測する振動数 ノは何 Hzか。
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(C)(り ,″)=(5,0)を Aと して,三角形 OABに正弦定理を使 うことによって,相対論的 ドッ
プラー効果の式を導きなさい。
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y=+0.5c,ν =1を ω で求めた式に代入 して理論値 z//
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